
２万年以上前の

石器
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縄
文
じ
ょ
う
も
ん時
代
以
前
の
生
活
の
跡
は
、
ま
だ
調
査
例
が
少
な
く
、
と
く
に
住
居
跡
の
よ
う
な
直
接
の
生
活
の
跡
が
見
つ
か
っ
た
例
は
ま
れ
で
す
。
そ

れ
で
も
住
居
跡
以
外
で
、
縄
文
人
の
生
活
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
遺
跡
は
、
近
年
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

弥
生
や
よ
い

時
代
は
、
米
作
り
が
始
ま
っ
た
時
代
で
す
。
大
陸
か
ら
米
が
伝
わ
っ
て
ま
も
な
く
、
島
根
で
も
米
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
に
よ

り
、
ほ
ぼ
県
内
全
土
か
ら
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
沿
岸
部
の
み
な
ら
ず
山
間
部
ま
で
米
作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

堀田上
ほりたうえ

遺跡（瑞穂町市木）

…旧石器時代から縄文時代初めの県内最古の集落跡…
２万年以上前の旧石器時代の石器や、県内最古の縄文時代早期
（約8000年前）の竪穴住居跡が出てきた。出てきた石器や竪穴住
居跡は現在のところ、県内最古のもの。浜田自動車道建設に伴い
調査された。

五明田
ごみょうだ

遺跡（頓原町八神）
現在は町道の下にある五明田遺跡からは、縄文時代後期（約
4000年前）の土器がたくさん出た。

日脚
ひ な し

遺跡（浜田市日脚町）
住宅団地造成に伴って調査された日脚遺跡からは、縄文時代早期
（約7000年前）の石組炉や落し穴が出てきた。土器や石器が集中
して出る場所もあり、住居跡もあったに違いない。珍しい石のペ
ンダントも出た。

縄文時代初めの

土器

中央左よりに竪穴住居跡がある。

竪
穴
た
て
あ
な

住
居
は
、
一
段
低
く
掘
り
く
ぼ
め
て

造
り
ま
す
。
発
掘
で
は
、
そ
の
く
ぼ
み
に
流
れ

込
ん
だ
土
と
、
周
囲
の
土
と
の
違
い
を
見
つ
け

て
掘
っ
て
い
き
ま
す
。

堅か
た

い
地
山
の
上
か
ら
掘
っ
た
住
居
跡
は
、

周
囲
と
の
区
別
が
つ
き
や
す
く
比
較
的
わ
か
り

や
す
い
の
で
す
が
、
流
れ
た
土
の
上
か
ら
掘
ら

れ
た
住
居
跡
は
探
す
の
が
困
難
で
す
。
土
の
色

だ
け
で
な
く
、
堅
さ
や
粘ね
ば

り
、
土
の
粒
の
状
態

な
ど
を
な
め
る
よ
う
に
観
察
し
て
判
断
し
ま
す

が
、
調
査
員
の
中
に
は
万
策
ば
ん
さ
く

尽
き
果
て
て
本

当
に
な
め
た
者
も
い
ま
す
。
味
が
違
う
ん
だ
そ

う
で
す
が
…
…
。

発
掘
こ
ぼ
れ
話

…
な
め
る
…

田んぼの跡

集
落
の
跡

夫敷
ふ し き

遺跡（東出雲町出雲郷）

…洪水で埋もれた弥生時代の水田…
現在の田んぼの下から、今よりも区画の狭い、弥生時代中ごろの水田跡が出て
きた。水を引くために水平にする必要があるので、現在のような大きな田んぼ
を作るのは、技術的に難しかったのだろう。畦

あぜ

はわずかしか盛り上がっていな
いため、通常発見することは難しいが、ここは洪水でいっきに砂の下に埋まっ
たために検出することができた。今は松江道路。

前立山
まえたてやま

遺跡（六日市町注連川）

…中国自動車道が貫いた山間の集落…
おもに中国山地の南側の山合いを縦貫する中国自動車道は、島根県では唯一、六日市町だけを通過する。そ
こから、大規模な集落や墓の遺跡が発見された。谷間に広がる水田を見おろす低い丘の上にあり、弥生時代か
ら古墳時代初めの竪穴住居跡が20棟以上、平安時代初めの掘立柱建物跡が３棟見つかった。
弥生時代の住居跡からは刈り取りに使う石包丁や鉄の鎌が出てきており、当時から山間部でも米作りが行われ
ていたことがわかる。また勾玉

まがたま

やミニチュアの土器など、祭りの道具が出ているのも注目される。

上小紋
かみこもん

遺跡（松江市竹矢町）
弥生時代の水田跡とともに、柵の列や木で作った農具も出ている。近くの向小

むかいこ

紋
もん

遺跡でも水田跡が見つかっており、今はともに送電線鉄塔の下に眠る。

福富 I 遺跡（松江市乃木福富町）
丘の上から出た弥生時代後期の住居跡。松江道路の工事に
伴う調査で発見された。

寺床
てらどこ

遺跡（東出雲町揖屋）
弥生時代前期から中期の竪穴住居跡３棟などが出た。採土
工事に伴う調査で発見された。

野田西
の た に し

遺跡（瑞穂町上亀谷）
河岸段丘上から弥生時代の竪穴住居跡を始め、30棟以上の建物跡が出てきた。鉄器が出
たり、焼けた住居跡もあるなど貴重な資料となっている。現在ゴルフ場となっている。

折原上堤東
おりはらうわづつみひがし

遺跡（八雲村西岩坂）
弥生時代後期の竪穴住居跡と古墳時代中期の竪穴住居跡がそれぞれ５棟と、古墳時代
の掘立柱建物跡も出てきた。多目的広場の造成に伴う調査で発見された。

勝負
しょうぶ

遺跡（松江市東津田町）
弥生時代後期から古墳時代中ごろの竪穴住居跡が20棟出てきた。この調査では、住居跡が丸いも
のからしだいに四角いものに変わっていく様子がよくわかった。現在は松江道路。

湯谷
ゆ だ に

悪谷
わるだに

遺跡（石見町日貫）
山の上から弥生時代終りごろの竪穴住居跡が出てきた。近畿地方の土器や鉄さいなど、
珍しい遺物も出ている。町立施設建設に伴う調査で発見された。

陽徳遺跡の竪穴住居跡
色の違いを見て、柱穴や溝の線を引く

的場
ま と ば

遺跡
（松江市本庄町）
弥生時代後期の住居跡
が出てきた。田んぼの整
備に伴う調査で発見され
た。

鎌

五明田遺跡から出土した土器
赤い顔料が塗られ、縄文模様とマッチして美しい。

石のペンダント 石組炉 石は焼けている。


	七巻表紙
	発刊にあたって
	島根の古代史を遺跡を通して見る
	プロローグ
	島根の歴史を物語る文化財
	島根の古墳が、日本の古代史を解明しつつある
	古墳誕生の謎を解く鍵は、島根にあった
	古墳時代前期最大の方墳
	前方後方墳の再登場
	古墳時代の終りも、島根の古墳なくしては語れない

	全国有数の横穴墓集中地帯・島根
	死者の世界と現世をさえぎる扉
	横穴墓が語る、島根の地域性

	生活の遺跡が語ること
	弥生時代後半、島根は緊張状態にあった
	縄文時代の生活遺跡　弥生時代の生活遺跡
	古墳時代の生活遺跡　飛鳥・奈良時代以降の生活遺跡

	コラム　身近で文化財が消えてゆく？
	発掘された、いにしえの工場
	「たたら」を掘る―炉の下に眠るたたら職人の「秘伝」
	広がる玉作遺跡 ―玉作遺跡が語る、古墳時代の出雲
	古代の焼物職人に迫る―発掘調査された窯跡―

	掘りおこされた古代の祭り
	道路　～古代と未来のクロスロード～
	安来ドライビングメッセージ
	石見の歴史を貫いた浜田自動車道

	川に眠る遺跡
	エピローグ・仮想対談　二〇三〇年の考古学者は語る
	現地説明会に出かけましょう

	奥付

